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はじめに

　下仁田町自然史館には茂木伊一氏が採集された昆

虫化石約360点が所蔵されている．その中で下仁田

町自然史館研究報告2号の7ページに報告した「10ハ

ムシ科？の一種」（第1図）は，その後の研究で日本

初のホタル科の化石であることが明らかになった

（田中・川島 2020）．昆虫化石は保存状態がよい場

合でも細部は残っておらず，検索表を使った同定は

できない．そのため複数の特徴を総合して判断する

ことが必要になる．本標本についても後述するよう

に複数の特徴からホタル科の一種と同定した．この

ホタル化石ついては田中・川島（2020）で報告した

が，その記載を一部引用して，再度標本の特徴を記

載し，この化石の意義について論じる．

標本の記載

　ホタル科の一種（Lampyridae gen. et sp. indet.）

　標本番号：SNM-F-Kb-396　体長 11.0 ㎜

　中脚の基節孔が確認できることから，腹面の標本

とわかる（口絵1－①）．頭部はやや幅広い．左の複

眼が，一部欠けているが残っており，長径は約 0.5 

㎜ある（第1図）．左触角は全体的に保存されてお

り，鞭節の基部寄りの節において，各節が先端に向

かって拡がっているのこぎり状の形態が読み取れる

（第2図）．触角は頭部前縁の複眼の内側から派生し

ているように見える（第1図）．上翅は左右がやや開

いているが，その側縁はほぼ平行状と見なされる．

左上翅には最縁を縁取る細い隆起した部分（上翅側
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第1図　ホタル科の一種　頭部
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縁隆起）が認められ，翅端に向かって僅かではある

が細くなっていることがわかる（第3図）．後翅は，

畳まれた左右の先端部分が明瞭に判別される．腹部

は色がやや淡く，不鮮明ではあるが腹節の一部が確

認できる（第4図）．腹部先端には，腹腔から外部に

露出した♂交尾器の左右の側片と判断できる部分が

認められ，その内縁には節片化の強い逆 V 字状に

沈着した部位がある（第5図）．脚は左中脚の腿節と

脛節の一部が判別できる（口絵1－①）．体から外れ

た腿節および脛節の一部が体の左側に確認できる

（口絵1－①）．

　これらの特徴のうち，とりわけ，前胸から引き込

まれたように見える頭部や，触角が頭部前縁の複眼

の内側から派生しているように見えること，複眼の

長径が約 0.5 ㎜とやや大型であること，左右1対の

側片が認められる♂交尾器の形状，及び全体の概形

から，ホタル科の一種と同定した．現生種と比較す

ると，ムネクリイロボタル Cyphonocerus ruficollis 
Kiesenwetter, 1879（第6図）の体長，概形，細長

い左右の側片が近接し全体が円柱状となる♂交尾器

が，本化石の特徴と近似している．

ホタル化石発見の意義

　昆虫は死後すぐに体が細分し，捕食されたり微

生物によって分解されるため化石として残ること

は滅多にない．このように産出が非常に少ない昆

虫化石の中でもホタルは大変少なく，学名がつけ

られた標本は世界でわずか7種である．このホタル

第3図　ホタル科の一種

上翅側縁隆起（矢印部分）

第4図　ホタル科の一種

腹部（矢印部分）

第5図　ホタル科の一種　交尾器側片

第6図　ムネクリイロボタル

左 背面　右 腹面　体長 7.7 ㎜

第2図　ホタル科の一種　左触角
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化石は世界的にみても非常に貴重な標本といえる．

　化石が非常に少ないホタルの進化についての研究

は遺伝子の解析が中心となっている．DNA の塩基

配列が時間とともにほぼ一定の速度でランダムに変

化することを利用した分子系統解析により生物の起

源や近縁な種がどのくらい前に分かれたのか推定す

ることができる．例えばこの方法を用いた研究に

よってゲンジボタルと祖先が同じだったと考えられ

ているクメジマボタルは約1500万年に枝分かれし，

明滅間隔が2秒の西日本のゲンジボタルと4秒の東日

本のゲンジボタルが分かれたのは約500万年前とさ

れた（Suzuki et al 2004）．これらの分枝年代に化

石の証拠はないが，この化石は約350万年前に日本

列島にホタル科の一種が生息していた確実な証しと

なる．日本のホタルの歴史を考える上で貴重な化石

データになることが期待できる．

　兜岩層からは，これまでに他の産地では報告され

てないホソカミキリ科の一種，ビワハゴロモ科の一

種，ヒメバチ科コンボウアメバチ亜科の一種，ミズ

アブ科の一種などの大変貴重な昆虫化石が報告され

てきた（田中・真野2017；田中2016，2018，2019，

2020）．今回，新しくホタル科が加わったことで，

兜岩層は新第三紀の昆虫相を研究する上で大変貴重

な地層であることが改めて確認された．
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